


E包囲輪車後退時の事故～特に駐車場では確実な後方確認の実施を！～

。はじめに

予防安全装置の導入拡大や自動運転車の導入などにより将来は交通事故ゼ口を目指すという発表
を見かけるようになってきました。そのためにはこれまで注目される機会が無かった事故に関する分析も
必要になります。 そこで今回は、後退してきた四輪車との衝突により発生している事故（以下、 f後退
事故J）に着 目し、具体的にどのような状況で発生しているのかを見ていきます。 表紙のグラフは平成
20～29年の10年間に四輪車が第1当事者（事故当事者のうち過失が最も大きい者、以下 r ，当J）と
なった後退事故の件数と全死傷事故に占める後退事故の構成率を示したもので、すが、後退事故の件数
は徐々に減少していることが判ります。車両後退時にはバックモニタの活用が有効と考えられますので、
図1Iこ平成28年までの乗用車の新車出荷台数に対するバックカメラ装着率の推移を示しました。
これによると平成23年以降は継続して装着率が上昇し続けており、近年の後退事故件数の低減には
この効果が寄与していると考えられます。しかし一 方では、 表紙の図から 判るように後退事故の
構成率は拡大傾向が続いており、対策の重要性が年々増しているともいえます。 表1には10年間
の 事故程度別の 全事故と後退事故の件数、および全事故に占める後退事故の構成率を示します。
カッコ内の数字はアクセルペダルとブレ ー キペダルの踏み間違いが原因となった事故の件数ですが、
表から判るように死亡事故の約10%、重傷事故の約3%で踏み間違いが発生していますが、死傷

事故の大半を占める軽傷事故では約1%に過ぎませんので、 殆どの死傷後退事故はペダル踏み
間違い以外の原因で発生しているといえます。 なお、表から死亡事故件数は610件と少なく、これ
からの分析には件数が十分ではないことが判りましたので、以降の分析では重傷事故と合算した死亡
重傷事故と軽傷事故の2つに分類して見ていきます。

表1 傷害程度別の後退事故の発生状況（平成20年～29年）

死亡事故 重傷事故 軽傷事故

後退事故 後退事故 後退事故

件数 構成率 全件数 件数 構成率 全件数 件数 構成率 全件数

610 1.4% 43,345 10,840 2.5% 434,990 260,654 4.5% 5,820,001 
(75) (361) (2,375) 
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図 1 乗用車の総生産台数に占めるバックカメラの装着率推移
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